
  

 

 会議等名 

 

 平成２１年度第２回海岸漂着物対策推進協議会について 

 

 日  時 

 

 平成２２年２月２２日（月）１４：３０～１６：３０ 

 

 場  所 

 

 松江商工会議所２階大会議室 

 

 出 席 者     

 

 別添出席者名簿のとおり 

 

概  要 

 

 第２回海岸漂着物対策推進協議会を開催し、これまでの取組状況等の説明を行い、国

の基本方針を基に取りまとめた県の地域計画（構成・基本的考え方等）に対して委員か

ら意見等を伺った。 

 

１．あいさつ（県環境生活部 山根部長） 

 ○昨年７月に「海岸漂着物処理推進法」が制定され、それに伴い県で地域計画を策 

  定することとなった。 

 ○先日の新聞に掲載されていた、益田警察署と漁業者や近隣の自治体による漂着ご 

  みの回収に取組んでおられる記事を拝見し、地域の皆様の力の大きさに感銘を、 

  受けた。敬意を表したい。 

 ○県としても委員の皆様の意見を踏まえて地域計画を早期に策定し、海岸漂着物処 

  理対策をできるだけ早く実施したい。 

 ○委員の皆様には積極的なご意見をお願いしたい。 

 

２．議題 

（１）第２回協議会では、県から以下の内容について説明した。  

  ①第１回協議会の概要及びその後の経過について 

   ②国の基本方針について 

  ③県の地域計画について 

  ④海岸漂着ゴミ漂着状況について 

       

（２）地域計画（素案）、海岸漂着物対策等について意見交換を行った。 

    

  ＜地域計画に関する意見等＞ 

   ・地域計画策定にあたっては、関係出先機関との調整が重要であり、その点を 

     十分に配慮し策定してほしい。 

   ・海岸の調査については市町村等からの紙情報だけでなく、現地確認を主として

    実施し、それらのデータを地域計画策定の基礎としてほしい。 

    ・町内会やNPO等の活動が活発なところは、回収事業がうまくいっている。そ 

    のような事例を計画に取り入れていく必要が有る。 

・ポリ容器の漂着抑制を検討するにあたっては、中身が何に使われて捨てられ 

ているのかについても考えながら対策を考えていくべきである。 

 



   ・国の補助事業実施期間以降についてもどのような処理体制とするかを地域計 

    画に明記してほしい。 

    ・地域計画に県の役割をもっと具体的に記載してほしい。 

   ・地域計画策定の意志形成の段階から情報提供を行い、住民が関心を持つよう 

    な状況づくりが必要である。  

   ・環境教育は非常に大事であるが、地域計画においてそれをどのように位置づ 

    けていくか整理が必要である。 

 

  ＜漂着ごみ対策重点区域に関する意見等＞ 

   ・重点区域選定においては、NPOや地域住民が活発に清掃活動を実施している 

    地域に重点を置いた方がよい。 

   ・利用度が高い箇所については、重点区域に選定した方がよい。  

     ・重点区域については、決定までの手続きを明確にしておいた方がよい。 

 

    ＜環境教育に関する意見等＞ 

     ・環境教育はゴミの投棄に対し抵抗感が無い大人を対象にしてもあまり効果が 

    得られない。子供に対する環境教育を行うことで、子供から親、家族へ伝え 

    てもらう方が効果が期待できると思う。 

     ・自治体等で行っている海岸清掃や環境学習等の行事について情報共有及び協働

    の拠点となるところがあった方がよい。 

   ・漂着ゴミの環境教育としては、みんなで、模範となる活動を行っている現場 

    を見て、漂着物の処理の仕方を学ぶことが重要である。 

     ・環境教育においては、参加者が、海浜部で楽しい思い出が残るようなもの、 

    故郷や自然を大事にしたいという前向きな気持ちになるようなものが必要で 

    あり、そのような活動が学校のカリキュラムに入れられればよいと思う。 

 

    ＜回収作業実施に関する意見等＞ 

   ・海岸清掃を行っている区域において、同様の場所及び時期に他の者が海岸清掃

    を実施しているケースがあり、二度手間や無駄となっている部分があるように

    思うので、海岸清掃活動の調整を行うような所があれば良いと思う。 

   ・漂着ゴミ回収については、漁業者は予算が無いとなかなか対応してもらえな 

    いと思うが、実際はどのようにして協力してもらっているのか次回協議会で市

    町村からご教示頂きたい。 

      

３．閉会あいさつ（県環境生活部 村川次長） 

 ○今後の施策づくりにおいては各委員の意見をできるだけ反映していきたい。 

 ○地域計画策定に当たっては、行政と地域とで、継続的に実施できる体制づくりを 

  検討していきたい。 

 

 

 


